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 ベトナムで人事労務のアドバイス、進出時の行政手続き代行、そして現地でのビジ

ネスのサポートをしております、アジアゲートベトナムの豊田と申します。 

 今回もベトナムにおけるビジネス情報を寄稿させていただければと思います。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

【景気動向】 

ベトナム統計総局（GSO)は 9月 29日、今年第 3四半期（7～9月）に限った経済成

長率を前年同期比＋5.33％と発表しましたが、 年初 9ヵ月の合計成長率は＋4.24％に

とどまりました。 

年初に政府が掲げた 2023 年通年の経済成長率目標は＋6.5％でしたので、この達成

は極めて困難と言わざるを得ず、年初よりもベトナムの景気が悪化していることを窺

わせます。 

また、ベトナム製造業の売上高は外国への製造・加工品の輸出に大きく依存してい

るため、特に厳しい状況であり、同じく GSOの発表によれば年初 9ヵ月の鉱工業生産

指数（IIP）の上昇率は前年同期比で僅か＋0.3％と報告されています。 

これはベトナムの製造業自体の問題というよりも、現時点ではアメリカや中国、欧

州、韓国、そして日本など主な輸出先の経済回復を待つしかない状況ではないかと思

います。 

一方で国内経済主導の小売・サービス売上高は年初 9ヵ月においても前年同期比＋

9.7％と引き続き大きく増加しました。 

 不動産や自動車については前年よりも厳しい売上高伸び率なのですが、まだまだ若

者が多く、結婚も盛んなベトナムでは育児や教育、そして食事など生活関連の出費は

堅調に伸びており、国内景気を支えています。 

（参考）ベトナム統計総局ウェブサイト（英語） 

https://www.gso.gov.vn/en/homepage/ 

  



【消費者物価指数の上昇と地域別最低賃金の更新の延期】 

 ベトナム統計総局（GSO)は今年 9月の消費者物価指数（CPI）上昇率は前年同月比＋

3.66％、年初 9ヵ月の CPI 上昇率は前年同期比＋3.16％と発表しました。 

年初 9ヵ月の CPI上昇率を項目別に見ると、教育が前年同期比＋7.69％と大幅に上

昇した一方で、昨年、値上がりが社会問題になったガソリンを含む交通費は−4.16％と

大きく下落しました。 

10月の CPIは 3.59％と政府が掲げた 4.5％以内の通年 CPI目標はおおむね達成でき

そうな見通しとのことです。 

一方でコロナ前は原則として例年 1月に更新されていた地域別（都心部〜地方の発

展度合いによって 4地域に区分）の最低賃金について、2024年 1月の更新は実質、見

送りとなりました。 

例年、ベトナムでは政府、商工会、労働組合の代表が集まり最低賃金の更新につい

て議論がされますが、現在の景気の不況を受け、話し合いは続けるものの議論が全く

折り合わないまま、次回会議が 12月以降に設定されたことで、実質的に来年 1 月から

の最低賃金更新は無くなったと各紙にて報じられています。 

 

(参考記事) 

The minimum wage may not be adjusted in time from January 1, 1（Vietnam.vn,10 月 17 日） 

https://www.vietnam.vn/en/luong-toi-thieu-co-the-khong-kip-dieu-chinh-tu-1-1-2024/ 

 

日系企業においては地域別の最低賃金が最も影響するのは工場のワーカーですが、

現時点でほとんどの企業は地域別の最低賃金より 15％〜30％以上の月給を払っている

ケースが多く、直接的には最低賃金の更新がないことは影響しません。 

ただ、政府の最低賃金の更新がないといっても例年 1月に給与更新をすることが社

会的な慣習になっている企業がほとんどです。 

その場合、ワーカーの賃金上昇額は多くの場合、「物価上昇」「市場の労働力需

要」、そして「企業の業績」を勘案して決定することとなります。 

現在の物価を考えると最低４％台以上の昇給をしつつも、製造業の景気の悪さによる

労働需要の停滞感も考えると５％台以内には抑えたい、という検討の声を日系企業か

らはよくお聞きします。 

もちろん、地域や業界、そして業種によっては相当昇給しないと転職者続出となっ

てしまうところもあるでしょうが、１つの目安として参考にしていただければと思い

ます。 

 

 



（参考：現在のベトナムの地域別最低月給額） 

 https://www.jetro.go.jp/biznews/2022/06/efaa20cea27054df.html 

地域レベル 最低賃金(ベトナムドン) 日本円換算（1円＝160ドン） 

地域１ 468万ドン 29,236円 

地域２ 416万ドン 25,987円 

地域３ 364万ドン 22,690円 

地域４ 325万ドン 20,259.円 

 

今回は以上となります。 

 

豊田英司 

https://www.asiagate-vietnam.com/ 

 


